




　
追
い
す
が
る
大
館
鳳
鳴
は
そ
の
裏
に
猛

攻
。
三
安
打
と
死
球
で
三
点
を
追
加
し
ま

す
が
、
池
田
が
踏
ん
張
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
本
荘
の
九
番
・
河
本
優
也
（
遊

　
　
　
　
撃
手
・
二
年
）
が
安
打
で
出
塁

す
る
も
の
の
併
殺
と
な
り
、
そ
の
裏
大
館

鳳
鳴
に
二
安
打
が
出
ま
す
が
、
小
フ
ラ
イ

と
な
っ
た
ス
ク
イ
ズ
を
併
殺
し
、
と
も
に

無
得
点
。

 

　
　
　
死
球
の
吉
尾
を
犠
打
で
進
塁
さ

　
　
　
　
せ
ま
す
が
、
好
守
備
に
阻
ま
れ

無
得
点
。
そ
の
裏
、
大
館
鳳
鳴
の
連
続
安

打
に
耐
え
、
本
荘
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
追
加

点
を
与
え
ま
せ
ん
。

 

　
　
　
死
球
の
池
田
、
四
球
の
田
村
が

　
　
　
　
二
、
三
塁
と
な
っ
た
後
、
片
村

の
打
球
が
相
手
サ
ー
ド
の
失
策
を
誘
い
、

二
人
の
走
者
を
本
塁
に
迎
え
入
れ
、
終
盤

に
試
合
を
決
定
づ
け
る
二
得
点
を
た
た
き

出
し
ま
し
た
。
そ
の
裏
、
五
点
を
リ
ー
ド

し
た
本
荘
は
内
、
外
野
手
の
好
守
備
で
大

館
鳳
鳴
を
三
者
凡
退
に
退
け
ま
す
。

 

　
　
　
本
荘
は
、
阿
部
が
ラ
イ
ト
線
を

　
　
　
　
破
る
二
塁
打
を
放
ち
、
連
続
四

球
で
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
ま
す
が
、
無
得
点

に
。
そ
の
裏
、
池
田
が
気
迫
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
で
一
安
打
に
抑
え
、
二
年
ぶ
り
四
回
目

の
優
勝
を
決
め
、
歓
喜
す
る
一
塁
側
ス
タ

ン
ド
の
応
援
団
と
と
も
に
高
ら
か
に
校
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

  

　
見
事
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
っ
た
本
荘

高
校
は
、
大
会
三
日
目
・
八
月
四
日（
月
）

の
第
二
試
合
で
鳴
門
工
業
高
校
（
徳
島
）

と
の
対
戦
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
初
の
甲
子
園
出
場
か
ら
四
十
一
年
。
前

回
出
場
時
に
は
強
豪
・
天
理
高
校
を
相
手

に
待
望
の
初
得
点
を
挙
げ
、
初
勝
利
へ
あ

と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
撃
し
ま
し

た
。
本
荘
高
校
ナ
イ
ン
は
先
輩
た
ち
の
悲

願
で
あ
る
「
初
戦
突
破
」
を
目
指
し
、
闘

志
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
す
。

２回戦　(能代球場／７月15日) 
本　荘　０００ ００１ １００ ｜ ２
秋田工　０００ ０００ ０００ ｜ ０

３回戦　(能代球場／７月16日) 
本　荘　００１ １００ ０００ ｜ ２
平　成　１００ ０００ ０００ ｜ １
2塁打　吉田

準々決勝　(八橋球場／７月18日) 
本　荘　３００ ００２ １０１ ｜ ７ 
大　曲　０００ ０１０ ０００ ｜ １ 

準決勝　(こまちスタジアム／７月20日)
本　荘　０００ ００３ ０１０ ｜ ４
明　桜　３００ ０００ ０００ ｜ ３ 

決勝　(こまちスタジアム／７月21日) 
本　荘　０２０ ２４０ ０２０ ｜ 10
鳳　鳴　０００ ２３０ ０００ ｜  ５
本塁打　土田　3塁打　吉田
2塁打　阿部

△
△ △

△

①昭和42年（1967）
　本荘　０ー４　倉敷工業（岡山）
②昭和63年（1988）
　本荘　０ー６　八幡商業（滋賀）
③平成18年（2006）
　本荘　５ー７　天　　理（奈良）

本荘高校 
　｢夏の甲子園｣での全戦績

◆秋田大会メンバー（敬称略。数字は学年、次は出身中）

　部長／斉藤尚史　　監督／尾留川 徹　　
　投手／池田恭介（③象潟中）　捕手／片村玄徳（③本荘東中）　一塁手
／梶原敬太（②象潟中）　二塁手／吉尾　渉・主将（③出羽中）　三塁手／
田村　駿（③象潟中）　遊撃手／河本優也（②御野場中）　左翼手／阿部
竜也（③西目中）　中堅手／土田泰斗（②矢島中）　右翼手／吉田大樹（③
出羽中）　補欠選手／渡部　光（②本荘北中）、岡本　優（②本荘東中）、
佐藤毅宜（②本荘北中）、井島貴之（③本荘東）、本多　完（②鳥海中）、
三船　翔（③鳥海中）、伊東　諒（②象潟中）、眞坂洋平（③鳥海中）、竹
田光輝（③本荘南中）、菊地一輝（③仁賀保中）、茂木　祥（①矢島中）  
　記録員／大八木美咲（③本荘東中）

　2年ぶりですが、甲子園での経験もあります
ので、しっかり研究し、コンディションを整え
ながら、接戦に持ち込めるような試合展開を見
据え、頑張ってきたいと思います。

　ここまでやってこれたのも、地域の方々のお
かげだと思っています。甲子園でも、支えてく
ださった方々への感謝の気持ちを忘れず、一勝
をしてきたいと思います。

　甲子園に行けるのは、地域の方々、支えてく
ださった皆さんのおかげです。甲子園でも応援
してもらい、波に乗って勝てるよう頑張ります。
応援よろしくお願いします。

　本荘高校野球部の皆さん、甲子園大会出場お
めでとうございます。元気ハツラツ、明るい吉
尾さん。色白で、いつも冷静、クールな池田さ
ん。店のみんなで応援しています！頑張ってき
てください！ 柳田市長に優勝の報告と甲子園に向けた

決意を延べる本荘高校関係者
（7月25日・市役所で）

　今回、優勝できたのはチームが一丸となり、　今回、優勝できたのはチームが一丸となり、
波に乗って戦ったこと、そして応援した生徒た波に乗って戦ったこと、そして応援した生徒た
ち、地域の方々、高校同窓の方々、みんなの力ち、地域の方々、高校同窓の方々、みんなの力
があったからだと思います。今後も地域の方々があったからだと思います。今後も地域の方々
のご支援をよろしくお願いします。のご支援をよろしくお願いします。

　今回、優勝できたのはチームが一丸となり、
波に乗って戦ったこと、そして応援した生徒た
ち、地域の方々、高校同窓の方々、みんなの力
があったからだと思います。今後も地域の方々
のご支援をよろしくお願いします。

〈2年前
の阪神甲

子園球場
で〉



　
高
速
道
路
や
鳥
海
ダ
ム
な
ど
の
整
備
を

促
進
さ
せ
よ
う
と
、
各
期
成
同
盟
会
の
合

同
整
備
促
進
大
会
が
六
月
二
十
六
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
国
・
県
関
係
者
や
議
員
、
本

市
と
に
か
ほ
市
な
ど
か
ら
約
三
百
五
十
人

が
参
加
。
各
期
成
同
盟
会
会
長
の
柳
田
市

長
が
「
日
沿
道
が
開
通
し
、
国
道
７
号
の

渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
を
享
受

で
き
た
。
地
域
に
と
っ
て
道
路
は
命
綱
。

早
期
整
備
を
め
ざ
し
、
今
後
も
粘
り
強
く

運
動
を
展
開
す
る
」
と
、
取
り
組
み
の
継

続
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河

川
国
道
事
務
所
の
柴
田
久
所
長
が
「
最
近

の
社
会
資
本
整
備
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
」

と
題
し
基
調
講
演
。
続
い
て
、
道
路
や
河
川
、

鉄
道
整
備
の
促
進
に
向
け
た
決
議
文
を
読

み
上
げ
、
地
域
の
一
層
の
発
展
を
誓
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。 

 

◆
主
な
決
議
内
容 

【
道
路
関
係
】
　
　 

道
路
財
源
の
確
保
と
着
実
な
推
進
、
「
仁

賀
保
本
荘
道
路
（
残
一
・
三
㌔
）
」
と
「
象

潟
仁
賀
保
道
路
」
の
早
期
完
成
、
「
酒
田

市
―
に
か
ほ
市
間
」
の
早
期
整
備
着
手
、

本
荘
大
曲
道
路
の
整
備
促
進
、
国
県
道
の

整
備
促
進 

　
　
①
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
　 

　
　
設
促
進
秋
田
県
南
部
期
成
同
盟
会 

　
　
②
羽
越
本
線
新
幹
線
直
通
促
進
秋  

　
　
田
地
区
期
成
同
盟
会
／
③
鳥
海
ダ  

　
　
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
／
④
本  

　
　
荘
由
利
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議  

　
　
会
／
⑤
子
吉
川
治
水
期
成
同
盟
会  

   

【
河
川
関
係
】 

一
級
河
川
の
国
に
よ
る
維
持
管
理
、
治
水

関
係
予
算
の
確
保
、
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
、

鳥
海
ダ
ム
の
早
期
建
設
着
手
、
子
吉
川
直

轄
河
川
管
理
区
域
の
延
伸 

【
鉄
道
関
係
】 

羽
越
本
線
の
線
形
改
良
・
複
線
化
に
よ
る

設
備
機
能
の
強
化
・
新
車
両
導
入
の
推
進

に
よ
る
高
速
化
、
新
幹
線
直
通
運
転
化
の

早
期
実
現 

　
地
域
高
規
格
道
路
本
荘
大
曲
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
が
七
月
八
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
本
市
と
に
か
ほ
市
、
大
仙
市
、

仙
北
市
、
美
郷
町
の
市
長
・
町
長
、
議
会

議
長
、
国
・
県
職
員
な
ど
三
十
三
人
が
出
席
。

同
盟
会
会
長
の
柳
田
市
長
が
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
日
沿
道
の
大
内
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

と
国
道
１
０
５
号
を
結
ぶ
岩
谷
道
路
が
整

備
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
向
上
し
た
。

全
線
整
備
に
向
け
て
、
一
層
の
取
り
組
み

に
努
力
す
る
」
と
今
後
の
活
動
に
向
け
て

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
本
年
度
の
計
画
と
し
て
、

本
荘
大
曲
道
路
整
備
促
進
と
合
わ
せ
、
国

道
１
０
５
号
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
の
要

望
活
動
、
同
盟
会
活
動
の
推
進
と
国
道
１

０
５
号
沿
い
へ
の
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置
な
ど

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
長
約
五
十
㌔
に

及
ぶ
こ
の
区
間
の
う
ち
、
大
曲
西
道
路
（
六
・

八
㌔
）
と
岩
谷
道
路
（
七
百
七
十
㍍
）
が

開
通
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
未
整
備
区
間
の
早
期
着
工
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。 

      

　
国
道
１
０
７
号
と
秋
田
県
国
道
１
０
８

号
鳥
海
ラ
イ
ン
の
両
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
が
七
月
十
五
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
本
市
と
横
手
市
、
湯
沢
市
の

市
長
、
議
会
議
長
、
会
員
団
体
代
表
者
、
国
・

県
職
員
な
ど
三
十
四
人
が
出
席
。
両
同
盟

会
会
長
の
柳
田
市
長
が
「
安
定
し
た
道
路

改
良
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上

に
連
携
を
強
化
し
整
備
促
進
を
目
指
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
会
議
で
は
両
国
道
と
こ

れ
に
接
続
す
る
県
道
の
整
備
促
進
を
図
る

た
め
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
県
地
域
振
興
局
の
担
当
者
か
ら
は
、

本
年
度
の
整
備
計
画
概
要
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

合
同
整
備
促
進
大
会 

７
月
８
日 

整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

 

７
月
15
日 

　
八
月
十
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。

　
こ
れ
は
、
大
正
九
年
八
月
十
日
に
、

わ
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次
道
路

改
良
計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
道
路
の
意
義
・
重
要
性
に

つ
い
て
広
く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
六
十
一
年
度

に
国
が
制
定
し
た
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
八
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
道
路
の
役
割
や
大
切
さ
を
お

考
え
に
な
っ
て
み
て
は
い
い
が
で
し

ょ
う
か
。 

６
月
26
日 

な 　
ど 

　
　
の 
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　明るく、住みよい地域づくりは私たちの
大きな願い――。特に、道路網の整備は身
近な暮らしを支える、重要な基盤です。 
　本市で開催された道路整備期成同盟会の
大会や総会と、日本海沿岸東北自動車道の
本市～にかほ市間の開通後の状況などをお
知らせします。　　　　　（日沿道・大内JCT） 

 道路は地方の「命綱」――― 



  

　
岩
城
冨
田
地
区
で
の
救
急
患
者
な
ど
の

搬
送
は
、
開
通
前
は
本
荘
消
防
署
が
担
当
し
、

国
道
７
号
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
通

後
は
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
大
内
分
署
で
対
応

し
日
沿
道
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
搬
送
時

間
が
十
一
分
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
（
24

％
の
短
縮
） 

　
時
間
短
縮
効
果
と
相
乗
し
救
急
医
療
圏

の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
本
年
四
月

か
ら
は
岩
城
分
署
に
も
救
急
救
命
士
が
配
属
さ
れ
、

高
規
格
救
急
隊
と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
） 

                      

　
日
沿
道
の
開
通
に
よ
り
、
西
目
小
学
校

の
通
学
路
を
通
る
車
両
の
通
行
量
が
開
通

前
は
平
日
で
六
百
十
三
台
で
し
た
が
、
開

通
後
は
三
百
八
十
八
台
と
、
三
割
強
減
少

し
ま
し
た
。 

　
西
目
小
の
三
浦
律
子
校
長
は
「
通
学
時

に
通
る
車
が
減
り
、
実
感
と
し
て
は
約
半

分
で
し
ょ
う
か
。
田
高
地
区
な
ど
歩
道
の

な
い
所
も
あ
り
、
危
険
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

大
型
車
両
の
通
行
が
減
っ
て
、
通
学
路
の

安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。 

  

　
日
沿
道
と
仁
賀
保
本
荘
道
路
の
開
通
を

契
機
と
し
て
、
本
荘
工
業
団
地
に
Ｔ
Ｄ
Ｋ

―
Ｍ
Ｃ
Ｃ
が
新
工
場
を
建
設
。
九
月
の
本

格
操
業
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
新
工
場
の
立
地
に
あ
た
り
、
日
沿
道
開

通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
選
定
理
由

の
一
つ
と
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
の
本
格
操

業
に
よ
り
、
市
の
産
業
振
興
と
雇
用
の
創

出
に
さ
ら
な
る
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。 

　
日
沿
道
は
秋
田
市
と
本
市
、
に
か
ほ
市
を

南
北
に
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、
一
般
国
道
の

混
雑
の
緩
和
や
広
域
交
通
は
も
と
よ
り
観
光

交
通
、
生
活
交
通
な
ど
を
担
う
重
要
な
路
線

と
し
て
概
ね
想
定
ど
お
り
の
事
業
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
道
や
県
道
と
の

機
能
分
担
な
ど
に
配
意
し
つ
つ
新
た
な
課
題

な
ど
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
に
か
ほ
市
両
前

寺
以
南
の
早
期
整
備
着
手
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
道
路
は
地
域
経
済
・
産
業
の
発
展
、
救

急
医
療
や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
な
ど
、
私

た
ち
の
住
む
地
域
社
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
道
路
整

備
を
地
域
全
体
で
考
え
、
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

　
　
　
　
資
料
提
供
／ 

　
　
　
　
国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所 

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道 

沿
線
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

    

　
国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
昨
年
十
月
に
「
沿
線

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
本
市
関
係
で
は
、
無
作
為

抽
出
で
七
千
五
百
九
十
一
世
帯
に

ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
配
付
。
う
ち
二

千
三
百
六
十
五
人
か
ら
回
収
し
、

回
収
率
は
31
・
２
％
で
し
た
。 

　
「
日
沿
道
を
利
用
し
ま
し
た
か
」

の
問
い
で
は
、
「
利
用
し
た
」
が

79
・
１
％
、
「
今
後
利
用
し
た
い
」

が
15
・
７
％
で
し
た
。 

　
利
用
し
た
と
回
答
し
た
方
へ
「
日

沿
道
を
利
用
し
て
、
便
利
だ
と
思

い
ま
す
か
」
と
の
問
い
で
は
、
「
便

利
だ
と
思
う
」
が
89
・
３
％
、
「
わ

か
ら
な
い
」
６
・
３
％
、
「
い
い

え
」
が
４
・
４
％
で
し
た
。
利
用

者
の
約
九
割
が
、
日
沿
道
の
利
便

性
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。 

　
「
日
沿
道
を
利
用
す
る
場
合
、

生
活
面
で
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う

設
問
で
、
上
位
二
つ
を
選
ん
で
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
①
「
観
光
地
に

行
き
や
す
く
な
り
、
旅
行
の
機
会

が
増
え
る
」
が
27
％
、
②
「
遠
く

の
店
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
」
が
26
％
で
、
「
旅
行
、
買

い
物
」
の
二
つ
の
回
答
で
半
数
を

占
め
ま
し
た
。 

　
以
下
、
③
「
遠
く
の
友
人
や
親

類
を
訪
問
し
や
す
く
な
る
」
が
15

・
６
％
、
④
「
遠
く
の
会
社
や
学

校
ま
で
通
う
こ
と
が
で
き
る
」
が

11
・
４
％
、
⑤
「
冬
期
間
も
安
心

し
て
外
出
で
き
る
」
10
％
が
続
い

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
由
意
見
で
は
「
男
鹿

市
や
北
秋
田
市
、
鹿
角
市
へ
の
観

光
旅
行
に
便
利
に
な
っ
た
」
「
国

道
７
号
に
迂
回
路
が
な
い
状
態
を

解
消
で
き
た
意
義
は
大
き
い
」

「
（
日
沿
道
は
）
信
号
が
な
い
分
、

停
止
し
な
く
て
も
よ
く
気
分
的
に

も
楽
で
、
燃
費
も
よ
く
な
る
の
で

助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
喜
び
の
声

の
ほ
か
、
「
（
日
沿
道
を
）
利
用

し
て
、
こ
ん
な
に
便
利
な
道
路
が

南
側
に
伸
び
た
ら
ど
ん
な
に
便
利

か
と
思
い
ま
し
た
」
「
本
県
の
経

済
、
観
光
の
発
展
の
た
め
に
も
、

山
形
県
と
の
早
期
接
続
が
望
ま
れ

る
」
な
ど
の
延
伸
を
望
む
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

①
市
内
の
交
差
点
で
の
渋
滞
が
緩
和 

②
救
急
活
動
の
時
間
が
２
割
も
短
縮 

③
西
目
の
通
学
路
が
安
全
・
安
心
に 

④
産
業
振
興
、
雇
用
の
創
出
に
期
待 

「
旅
行
、買
い
物
」
に 

利
便
性
を
実
感 

■日沿道を利用して 
　便利だと思いますか？ 

便利だと思う 
89.63％ 

いいえ4.4％ わからない 
6.3％ 

開通した仁賀保本荘道路（西目出戸付近） 

〝
渋
滞
が
解
消
　
〞 

―
水
林
交
差
点
で 

開
通
前 

開
通
後 

！
　 

　
日
沿
道
、
仁
賀
保
本
荘
道
路
の
利
用
に

よ
り
、
国
道
７
号
、
同
１
０
７
号
の
交
差

点
な
ど
で
の
渋
滞
が
大
幅
に
解
消
さ
れ
ま

し
た
。 

　
水
林
交
差
点
で
は
、
開
通
前
は
７
号
で

秋
田
市
方
面
へ
一
・
一
㌔
の
渋
滞
で
十
三

分
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
通
後
七

十
㍍
は
一
分
で
通
過
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
西
目
出
戸
交
差
点
で
は
、
に
か
ほ
市
方

面
へ
八
百
㍍
の
渋
滞
と
な
り
、
通
過
に
十

一
分
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
百

七
十
㍍
ほ
ど
で
、
通
過
時
間
は
一
分
へ
と

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。 

松ヶ崎亀田ＩＣ付近を走る救急車両 

！ 

現在 

将来 

7 7由
利
本
荘
市 

新
潟
市 

酒
田
市 

秋
田
市 

能
代
市 

青
森
市 

高速利用 高速利用 

3:30 1:20 0:45 1:10 3:10

1:40 0:45 0:30 0:35 1:30

約4時間50分 約5時間5分 

約2時間25分 約2時間30分 
※7号利用の所要時間は「道路時刻表’07～’08」より。（由利本荘市は水林交差点） 
　 日沿道が全線整備された場合で、将来時速100km(一部80km）で算出。  
 



　
第
十
一
回
由
利
畜
産
共
進
会
が
七
月
十
九
日
、
広

域
由
利
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
畜
産
農
家

な
ど
が
丹
精
を
込
め
た
肉
用
牛
、
乳
用
牛
な
ど
合
わ

せ
て
百
四
頭
が
出
陳
さ
れ
、
十
部
門
で
発
育
状
況
な

ど
を
競
い
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
部
門
別
団
体
賞
〈
肉
用
牛
の
部
〉
優
勝
／
大
内
、

準
優
勝
／
由
利
、
第
三
位
／
東

由
利
　
〈
乳
用
牛
の
部
〉
優
勝

／
に
か
ほ
、
準
優
勝
／
西
目
、

第
三
位
／
矢
島

◎
団
体
総
合
　
優
勝
／
大
内
、

準
優
勝
／
に
か
ほ
、
第
三
位
／

矢
島

◎
区
分
別
最
優
秀
賞
【
個
人
】

〈
肉
用
牛
第
１
類
若
雌
牛
区「
た

だ
ひ
め
」〉
須
田
爲
義
さ
ん（
由

利
）
、
〈
乳
用
牛
第
九
類
未
経

産
区
「
サ
ン
バ
レ
ー 

ジ
ェ
ッ

ト 

プ
ラ
イ
ム 

ク
イ
ー
ン
」〉
土

田
雄
一
さ
ん
（
仁
賀
保
）

◎
乳
器
特
別
賞
〈
乳
用
牛
第
八
類
経
産
区
「
シ
ャ
イ

ン
ズ
ヒ
ル 

ル
ー
ス 

デ
ィ
カ
プ
リ
オ
」
〉
柴
田
睦
さ

ん
（
西
目
）
、
〈
乳
用
牛
第
十
類
経
産
区
「
サ
ン
バ

レ
ー 

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト 

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ 

ノ
ノ
」
〉
土

田
雄
一
さ
ん(

仁
賀
保)

◎
最
優
秀
群
区
特
別
賞
〈
肉
用
牛
第
四
類
成
雌
牛
群

区
〉
「
だ
い
こ
」
小
関
金
雄
さ
ん
、
「
な
つ
こ
」
工

藤
堅
之
助
さ
ん
、
「
さ
と
ひ
め
１
」
大
場
明
さ
ん
、

「
さ
ち
こ
」
荘
野
高
光
さ
ん
（
東
由
利
）

　
本
荘
地
域
長
者
屋
敷
地
区
に
平
成
十
四
年
度
か
ら

整
備
を
進
め
て
い
た
「
柏
ノ
木
沢
地
区
た
め
池
」
が

完
成
し
、
六
月
二
十
日
に
現
地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
柏
ノ
木
沢
地
区
た
め
池
は
、
横
山
・
福
山
・
長
者

屋
敷
地
区
の
三
十
一
㌶
に
及
ぶ
農
地
の
灌
漑
を
目
的

に
、
明
治
時
代
、
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

堤
で
、
長
年
に
わ
た
り
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

取
水
施
設
や
堤
体
が
漏
水
す
る
な
ど
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。

　
県
が
事
業
主
体
と
な
り
平
成
十
三
年
度
に
調
査
、

十
四
年
度
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
上
下
二
つ
の
重
ね

堤
を
下
堤
の
堤
体
に
統
合
し
て
一
つ
の
堤
と
し
、
総

事
業
費
二
億
八
千
四
百
万
円
で
、
堤
高
十
・
七
㍍
、

堤
長
八
十
二
㍍
の
新
た
な
た
め
池
と
し
て
完
成
し
ま

し
た
。
貯
水
量
と
受
益
面
積
は
以
前
と
同
じ
八
万
四

千
立
方
㍍
、
三
十
一
㌶
で
、
六
年
の
年
月
が
か
か
り

ま
し
た
。

　
水
不
足
が
深
刻
に
な
る
中
、
式
に
出
席
し
た
地
元

の
皆
さ
ん
は
水
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
年
の
建
設
事
業
関
係
功
労
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
が
七
月
十
一
日
に
同
省
で

行
わ
れ
、
本
市
の
柳
田
弘
市
長（
77
歳
）が
河
川
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
柳
田
市
長
が
自
治
体
の
長
、
東
北
ダ
ム
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
副
会
長
な
ど
、

河
川
事
業
関
係
団
体
の
役
員
を
務
め
、
多
年
に
わ
た
り
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
県
か
ら
は
五
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
荘
由
利
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
総
会
が
七
月
十
一
日
、
本
荘
由

利
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

企
業
間
・
産
業
連
携
に
よ
る
新
技

術
や
新
事
業
の
創
出
を
め
ざ
し
、

地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
よ
う

と
の
目
的
で
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
は
お
よ
そ
六
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
続
き
、
秋
田
産
業
技
術

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
部

の
斉
藤
耕
治
さ
ん
に
よ
る
「
航
空

機
産
業
参
入
へ
の
秋
田
県
の
支
援

戦
略
」
と
題
し
て
の
講
演
や
、
秋

田
大
学
産
学
連
携
推
進
機
構
・
濱

田
文
夫
機
構
長
と
県
立
大
学
・
日

向
野
三
雄
教
授
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、

県
内
の
産
業
・
研
究
関
係
の
情
報

な
ど
を
通
し
て
研
修
を
深
め
ま
し

た
。

　
消
防
技
術
の
習
熟
と
団
員
の
士
気
の

高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の
充
実
強
化

を
目
的
に
七
月
二
十
日
、
市
消
防
訓
練

大
会
が
岩
城
地
域
の
県
消
防
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
支
団
の
代
表
と
な
っ
た

約
三
百
人
の
消
防
団
員
が
参
加
。
小
型

ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ
車
操
法
の
二
部

門
で
、
操
作
の
正
確
性
や
所
要
タ
イ
ム

な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
各
団
員
は
指
揮

者
の
号
令
の
も
と
、
訓
練
基
準
に
従
い

き
び
き
び
し
た
動
作
を
披
露
し
、
観
衆

か
ら
盛
ん
な
激
励
の
拍
手
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。
上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
。

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法

第
一
位
　
矢
島
支
団
第
三
分
団

第
二
位
　
鳥
海
支
団
第
三
分
団

第
三
位
　
由
利
支
団
第
五
分
団

▽
ポ
ン
プ
車
操
法

第
一
位
　
鳥
海
支
団
第
一
分
団

第
二
位
　
由
利
支
団
第
四
分
団

第
三
位
　
東
由
利
支
団
第
一
分
団



　
「
第
十
三
回
子
吉
川
フ
ェ
ア
」

と
「
第
十
九
回
子
吉
川
い
か
だ
下

り
大
会
」
が
七
月
二
十
日
、
ボ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
子
吉
川
フ
ェ
ア
」
で
は
、
カ

ヌ
ー
体
験
や
小
・
中
学
生
な
ど
に

よ
る
研
究
発
表
、
チ
ビ
ッ
コ
一
マ

イ
ル
レ
ー
ス
な
ど
楽
し
い
催
し
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

水
の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。
カ

ヌ
ー
体
験
に
参
加
し
た
石
渡
舞
さ

ん
（
新
山
小
五
年
）
は
「
去
年
、

体
験
授
業
で
カ
ヌ
ー
の
練
習
を
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
漕
ぎ

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
水
に
濡
れ
ま

し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
「
い
か
だ
下
り
大
会
」
は
、
本

荘
地
域
宮
内
の
左
岸
河
川
敷
か
ら

約
八
キ
　

　
ロ

下
流
の
飛
鳥
大
橋
左
岸
上

流
広
場
を
目
指
し
、
地
球
環
境
対

策
や
極
悪
不
景
気
を
黄
門
様
に
静

め
て
も
ら
お
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
た

も
の
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
十

三
隻
の
い
か
だ
が
、
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
競
い
ま
し
た
。 

【
大
会
結
果
】
▽
最
優
秀
賞
＝
世

　
直
し
軍
団
黄
門
丸
　
▽
優
秀
賞

　
＝
山
科
２
Ｇ
Ｏ
!!
、
愛
好
美
丸

　
▽
努
力
賞
＝
岩
谷
Ｓ
Ｕ
Ｎ
区
，

　
eco
い
か
だ
　
▽
秋
田
魁
新
報
社

　
賞
＝
♪
タ
ラ
タ
・
タ
ァ
ー
ン
号

　
♪
　
▽
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送

　
賞
＝
北
京
も
循
環
す
る
ぞ
！
ご

　
り
ん
ま
る
。 

　
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
を
目
指

し
て
学
習
を
深
め
よ
う
と
七
月
十

一
日
、
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

（
畠
山
恵
美
子
会
長
）
主
催
に
よ

る
第
四
回
市
婦
人
問
題
研
究
集
会

が
各
地
域
か
ら
約
百
五
十
人
の
会

員
が
参
加
し
、
西
目
公
民
館
シ
ー

ガ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
「
災
害
が
起
こ
っ
た

時
〜
私
た
ち
が
支
援
で
き
る
こ
と

〜
」
と
題
し
、
日
本
赤
十
字
社
県

支
部
の
稲
岡
一
枝
さ
ん
に
よ
る
講

演
会
が
行
わ
れ
、
災
害
時
の
ス
ト

レ
ス
反
応
や
病
気
の
具
体
例
を
説

明
し
な
が
ら
注
意
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
毛
布
や
タ
オ
ル
ケ
ッ

ト
を
使
っ
た
簡
易
ガ
ウ
ン
の
作
り

方
な
ど
、
災
害
時
に
便
利
な
知
識

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
地
域
交
流
会
が
あ

り
、
本
荘
・
西
目
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆

さ
ん
に
よ
る
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。 

　ゆかた着付け教室が７月14日、西目公民
館シーガルで、12人が参加して行われまし
た。最終日のこの日は前回までの「蝶々結
び」「文庫結び」の復習の後「貝の口」の
帯結びを習得。参加者たちは、講師の渡辺
リツ子さん（西目町沼田）の言葉に熱心に
耳を傾け、互いに教え合いながら上手に着
付けていました。 

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。 

　
岩
城
公
の
亀
田
藩
入
部
か
ら
三
百
八
十
年
余

り
―
今
年
で
三
十
回
目
を
迎
え
る
旧
藩
祭
が
七

月
十
二
日
・
十
三
日
の
両
日
、
岩
城
地
域
亀
田

町
内
と
天
鷺
城
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
青
年
有
志
や
亀
田
保
育
園
・
亀
田
小
学
校
の

園
児
・
児
童
が
殿
や
姫
、
腰
元
な
ど
に
ふ
ん
し

て
踊
る
亀
田
手
踊
り
や
山
車
が
町
内
を
練
り
歩

き
、
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
と
、
道
川
地

区
の
百
姓
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
本
市
と

都
市
交
流
を
行
っ
て
い
る
福
島
県
い
わ
き
市
の

い
わ
き
お
ど
り
の
ほ
か
、
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
西
馬
音
内
盆
踊
り
の
一
行
が
優
雅

な
踊
り
で
集
ま
っ
た
観
客
を
魅
了
。
ま
た
、
旧

藩
芸
術
文
化
交
流
展
が
亀
田
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
作
品
が
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。 

　
祭
り
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
地
元
神
楽
講
に

よ
る
亀
田
大
神
楽
。
天
鷺
城
を
背
景
に
伝
統
の

舞
を
厳
か
に
披
露
す
る
と
集
ま
っ
た
観
衆
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
歴
史
と
文
化
、

芸
術
の
祭
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　
海
開
き
を
前
に
七
月
十
九
日

の
早
朝
、
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水

浴
場
で
約
千
七
百
人
の
市
民
が

参
加
し
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
然
環
境
や

景
観
に
優
れ
て
い
る
と
し
て
「

日
本
の
水
浴
場
八
十
八
選
」
に

認
定
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
よ

う
な
市
民
の
活
動
の
お
か
げ
で

す
。 

　
ま
た
、
道
の
駅
「
岩
城
」
で

は
七
月
二
十
一
日
、
七
十
人
の

地
域
の
市
民
が
参
加
し
て
、
日

本
海
洋
上
花
火
大
会
に
向
け
た

海
岸
周
辺
の
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　それぞれ別のチー
ムでは何度か出場し
ていますが、同じチ
ームでの出場は今回
が始めてです。道川
海水浴場は、砂が柔
らかくてやりやすい
ですね。２回戦で敗
退してしまい、すご
く悔しいです。来年
は必ずリベンジしま
す！ 

来年はリベンジしたい！ 

　地元テレビ局と県ビーチバレーボール連
盟の主催による2008AKITAビーチバレー
ボール大会が７月20日、道川海水浴場で行
われました。当日は、夏本番を思わせる好
天に恵まれ、出場した男女各16チームの選
手たちは、夏の太陽を体いっぱいに浴びな
がら、はつらつとボールを追いかけ、心地
よい汗を流していました。 

道の駅「岩城」周辺海岸 本荘マリーナ海水浴場 

「2008AKITAビーチ
バレーボール大会」
に参加 

戸松ゆかりさん（30歳・ 
能代市）（写真左）、 
板橋直子さん（27歳・
鹿角市） 
（スーパー４ Ｎ・Ｙ） 

　
「
第
十
八
回
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海

上
祭
」
が
海
の
日
の
七
月
二
十
一

日
、
本
荘
港
埠
頭
で
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が
洋
上
体

験
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、

海
上
保
安
庁
の

協
力
に
よ
る
巡

視
艇
「
す
ぎ
か

ぜ
」
の
船
上
見

学
会
や
国
土
交

通
省
所
有
の
監

督
測
量
船
「
あ

き
か
ぜ
」
に

よ
る
本
荘
港

航
海
体
験
な

ど
、
海
や
船

を
よ
り
一
層

身
近
に
感
じ

ら
れ
る
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
海
上
保
安
庁

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
う
み
ま
る
」

く
ん
も
撮
影
会
で
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。 

s



　先月もさまざまな活躍の話題が届きました。ご紹介します。

秋
田
し
ん
せ
い
農
協

  ｢

社
会
科
副
読
本｣

の
寄
贈

  

地
域
の
学
習
な
ど
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
業

協
同
組
合
（
阿
部
和
雄
代
表
理
事

組
合
長
）
か
ら
七
月
十
四
日
、
小

学
校
高
学
年
用
の
社
会
科
副
読
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
副
読
本
は

「
農
業
の
今
と
日
本
の
食
」
「
農

業
の
や
く
わ
り
と
環
境
」
な
ど
、

三
つ
の
テ
ー
マ
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

畠
山
勝
一
代
表
理
事
専
務
か
ら

寄
贈
を
受
け
た
佐
々
田
教
育
長
は

「
こ
の
補
助
教
材
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
農
業
の
成
り
立
ち
や
食
糧

自
給
率
な
ど
、
将
来
に
役
立
つ
勉

強
が
で
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
副
読
本
は
市
内
二
十
一

の
小
学
校
に
配
付
さ
れ
、
今
後
の

学
習
活
動
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

 

ワ
ン
ハ
ウ
ス
（
株
）
八
日
会

  

消
火
栓
の
塗
装
奉
仕
活
動

  

市
内
十
七
事
業
所
の
会
員
で
組

織
さ
れ
る
ワ
ン
ハ
ウ
ス
（
株
）
八

日
会
が
七
月
八
日
、
市
内
の
消
火

栓
の
塗
装
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
同
会
の
社
会
奉
仕
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
三
十
八
カ
所
の

消
火
栓
を
回
っ
て
塗
装
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
も
と
ど

お
り
の
鮮
や
か
な
赤
い
色
で
、
一

際
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
十
九
回
秋
田
追
分
全
国
大
会
が
七

月
十
三
日
、
五
城
目
町
で
行
わ
れ
、
一

般
の
部
で
須
田
政
博
さ
ん
（
50
歳
・
川

西
）
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

 

過
去
に
こ
の
大
会
で
準
優
勝
歴
な
ど

の
あ
る
須
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
回
が

十
三
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
昨
年
も
上

位
入
賞
を
果
た
し
、
本
唄
の
決
勝
へ
の

出
場
で
し
た
。「
唄
に
高
低
差
が
あ
り
、

節
回
し
も
細
か
く
て
み
ん
な
苦
労
し
ま

す
。
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
通
っ
た
声
は
出
せ
た
と
思

い
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

 

県
職
員
の
須
田
さ
ん
は
二
十
代
後
半

に
県
庁
の
民
謡
同
好
会
に
入
り
、
以
来

講
師
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
の

ど
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
県
内
で
開
催
さ

れ
て
い
る
民
謡
の
全
国
大
会
は
十
二
大

会
あ
り
、
去
年
は
秋
田
長
持
唄
全
国
大

会
を
制
し
、
今
回
で
六
大
会
目
の
優
勝

を
遂
げ
ま
し
た
。

 

「
大
会
に
は
、趣
味
の
う
え
で
の
勉
強

だ
と
い
う
思
い
で
参
加
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
須
田
さ
ん
に
次
の
目
標
を
伺
う

と
「
も
ち
ろ
ん
、
今
月
十
日
の
本
荘
追

分
全
国
大
会
で
の
優
勝
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。
「
簡
単
に
は
い

か
な
い
で
し
ょ
う
が
」
と
前
置
き
し
な

が
ら
も
、
地
元
で
の
大
会
に
か
け
る
思

い
は
ひ
と
し
お
で
す
。

 

な
お
、
須
田
さ
ん
の
ほ
か
、
秋
田
追

分
全
国
大
会
へ
の
本
市
か
ら
の
出
場
者

で
は
熟
年
の
部
で
長
谷
川
タ
カ
子
さ
ん

が
奨
励
賞
、
年
少
の
部
で
高
橋
大
成
君

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

 本年の「全国建具展示会」で、市内
の次の建具製作事業所の作品が昨年に
続き高い評価を受けました。 

　文部科学大臣賞／斎藤建具店
「和の組子入パーテーション」
　全国建具組合連合会技術委員長賞／
小高建具製作所　「創作ドア」
 本荘建具組合の横山次男会長は「来
年の県建具展示会を本荘で開催したい
と考えています。日本の良い文化・技
能を守っていきたい」と話しました。
 なお、文部科学大臣賞に輝いた「和
の組子入パーテーション」は８月25日
まで、天鷺村の岩城歴史民俗資料館で
展示中です。＝写真　ぜひご覧ください。
 

善
意

受賞を喜ぶ横山・本荘建具組合長（左）と
斎藤建具店の斎藤重太郎さん、小高建具製 
作所の小高重光さん

　　　    ７月15日号本紙12㌻「全国建具　
　　　    展示会」中、厚生労働大臣賞６枚 
立て屏風パーテーションは「文部科学大臣賞 
・和の組子入パーテーション」の誤りです。 
併せて写真説明中、小高建具製作所工場長・ 
池田金春さんは「本荘建具組合・横山次男会 
長」の誤りです。おわびして訂正します。

訂正・ 
おわび 

第42回全国建具展示会

▽
▽

う
た

一般の部で優勝

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
お
め
で
と
う
！

■
由
利
高
校

・
水
泳
　
女
子
四
百
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー

 

高
橋
あ
か
り
さ
ん
（
二
年
・
一
番
堰
）

 

全
県
総
体 

優
勝
お
め
で
と
う
！

 

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル  

本
荘
北
中
学
校 

　
　
　
　
　
　
◆
柔
道 

女
子
個
人
48
㌔
級

　
　
　
　
　
　
　
本
荘
北
中  

阿
部
菜
那
さ

　
　
　
　
　
　
　
ん
（
二
年
・
石
脇
） 

　
　
　
　
　
　
◆
柔
道 

男
子
個
人
55
㌔
級

　
　
　
　
　
　
　
本
荘
東
中
　
大
宮
勝
伍
君

　
　
　
　
　
　
　
（
二
年
・
三
条
） 

東
北
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

 

■
本
荘
北
中
学
校

▽
卓
球
／
女
子
団
体
／
女
子
個
人
・
今
野
祐

希
さ
ん（
三
年
・
石
脇
）／
男
子
個
人
・
赤
川

大
貴
君（
三
年
・
川
口
）▽
柔
道
／
男
子
60
㌔

級
・
中
村
賢
哉
君（
三
年
・
石
脇
）▽
剣
道
／

男
子
個
人
・
池
田
愛
君（
三
年
・
石
脇
）／
女

子
個
人
・
石
崎
　
萌
さ
ん（
三
年
・
石
脇
）▽

水
泳
／
女
子
五
十
㍍
自
由
形
・
鈴
木
　
風
さ

ん（
三
年
・
石
脇
） 

■
本
荘
南
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
共
通
男
子
二
百
㍍
走
・
金
健

裕
君（
三
年
・
西
小
人
町
）▽
柔
道
／
男
子
73

㌔
級
・
高
木
駿
之
介
君（
三
年
・
表
尾
崎
町
）

▽
卓
球
／
女
子
個
人
・
須
田
麻
梨
香
さ
ん 

（
二
年
・
大
鍬
町
）▽
水
泳
／
女
子
四
百
㍍
個

人
メ
ド
レ
ー
・
木
島
瑠
依
さ
ん（
二
年
・
桜

小
路
） 

 

■
本
荘
東
中
学
校

▽
卓
球
／
女
子
個
人
・
三
浦
琴
瑛
さ
ん（
三 

年
・
玉
ノ
池
）▽
柔
道
／
男
子
66
㌔
級
・
伊

藤
孝
幸
君（
三
年
・
舘
前
）▽
同
／
男
子
50
㌔

級
・
鈴
木
　
仁
君（
二
年
・
万
願
寺
）▽
水
泳

／
女
子
二
百
㍍
自
由
形
、
四
百
㍍
自
由
形
・

嵯
峨
美
咲
さ
ん（
三
年
・
薬
師
堂
）／
男
子
四

百
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
、
二
百
㍍
個
人
メ
ド
レ

ー
・
高
橋
星
也
君（
三
年
・
蓼
沼
）／
男
子
千

五
百
㍍
自
由
形
・
高
橋
月
斗
君（
一
年
・
蓼

沼
）／
男
子
二
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
・
須
藤
雅

貴
君（
三
年
・
大
の
道
）／
女
子
四
百
㍍
リ
レ

ー
、
四
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
・
嵯
峨
美
咲

さ
ん
、
菊
池
杏
奈
さ
ん（
二
年
・
新
道
）、
柴

田
麗
奈
さ
ん（
三
年
・
蓼
沼
）、
菊
地
未
希
さ

ん（
二
年
・
蓼
沼
）／
男
子
四
百
㍍
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
・
高
橋
月
斗
君
、
高
橋
星
也
君
、
須

藤
雅
貴
君
、
鈴
木
圭
一
君（
一
年
・
大
の
道
）

■
由
利
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
三
年
男
子
百
㍍
走
・
佐
藤
雄

紀
君（
三
年
・
吉
沢
）

■
鳥
海
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
共
通
女
子
百
㍍
ハ
ー
ド
ル
走

・
太
田
　
茜
さ
ん（
二
年
・
鳥
海
町
上
笹
子
）

■
東
由
利
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
一
年
女
子
百
㍍
走
・
高
橋
鈴

香
さ
ん(

一
年
・
東
由
利
老
方)

■
野
球
Ｋ-
Ball
（
全
国
大
会
出
場
） 

 

本
荘
東
中
学
校

 

全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会 

 

出
場
お
め
で
と
う
！

 

■
西
目
小
学
校

▽
女
子
四
百
㍍
リ
レ
ー
／
佐
々
木
彩
夏
さ
ん 

（
六
年
・
海
士
剥
）、
齋
藤
ひ
か
り
さ
ん（
五

年
・
同
）、
住
吉
　
光
さ
ん（
六
年
・
井
岡
）、

今
村
咲
希
さ
ん（
六
年
・
潟
端
）、
三
浦
麗
花

さ
ん（
五
年
・
田
高
）
　

全国大会に出場する西目小児童

　大宮君　　　阿部さん



▽
受
け
付
け
期
間
　
８
月
１
日（
金
）

　
〜
８
月
29
日（
金
）

▽
区
画
数
　
３
区
画
（
詳
細
は
、
当

　
課
窓
口
備
え
付
け
の
要
項
で
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課
（
☎
24
―
６
２
５

　
３
）

▽
区
分
　
初
級

▽
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

▽
職
務
の
内
容
　
一
般
事
務

▽
受
験
資
格
　
昭
和
58
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
期
大

　
学
な
ど
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

　
み
の
方
を
除
く
。

▽
第
１
次
試
験
日
　
９
月
21
日（
日
）

　
※
第
２
次
試
験
日
は
第
１
次
試
験

　
　
合
格
者
に
通
知

▽
試
験
会
場
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

▽
受
け
付
け
期
間
　
８
月
６
日（
水
）

　
〜
27
日（
水
）

▽
受
験
申
し
込
み
用
紙
の
請
求
お
よ

　
び
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
県
市
町

　
村
職
員
共
済
組
合
（
〒
０
１
０
―

　
０
９
５
１
　
秋
田
市
山
王
４
―
２

　
―
３
　
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
５

　
２
６
２
）

※
申
し
込
み
書
の
郵
送
希
望
の
場

　
合
、
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

　
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
120
円
切
手

　
貼
り
付
け
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４

　
判
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

▽
区
分
　
①
一
般
曹
候
補
生
、
②
二

　
等
陸
海
空
士
、
③
航
空
学
生
、
④

　
看
護
学
生
、
⑤
防
衛
大
学
校
、
⑥

　
防
衛
医
科
大
学
校

▽
受
け
付
け
期
間
　
①
〜
③
８
月
１

　
日（
金
）〜
９
月
10
日（
水
）、
④
〜

　
⑥
９
月
８
日（
月
）〜
30
日（
火
）

※
応
募
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
細
に

　
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
由
利
本

　
荘
地
域
事
務
所
（
☎
22
―
３
４
７

　
９
）

▽
種
類
　
①
月
額
貸
与
奨
学
金
、
②

　
入
学
一
時
金
　
ど
ち
ら
か
一
方
お

　
よ
び
併
用
可

▽
応
募
資
格
　
①
秋
田
県
出
身
者
、

　
②
平
成
21
年
４
月
に
大
学
・
短
期

　
大
学
に
進
学
予
定
の
方
、
③
平
成

　
21
年
３
月
に
高
校
な
ど
を
卒
業
予

　
定
の
方
、
高
校
卒
業
５
年
以
内
の

　
方
、
大
検
・
高
卒
認
定
者
は
中
学

　
校
卒
業
後
８
年
以
内
の
方
、
④
学

　
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

▽
申
し
込
み
期
限
　
８
月
29
日（
金
）

　
た
だ
し
、高
校
な
ど
の
在
学
生
は
、

　
在
学
校
で
定
め
た
日

※
今
年
度
か
ら
予
約
採
用
制
と
な

　
り
、
入
学
後
の
募
集
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　（
財
）秋
田
県
育

　
英
会
（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
３

　
５
５
２
）

　
平
成
20
年
度
後
期
（
平
成
20
年
10

月
か
ら
）
の
科
目
等
履
修
生
お
よ
び

聴
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
８
月
１
日（
金
）〜
29

　
日（
金
）

▽
費
用
　
入
学
検
定
料
９
千
800
円
、

　
入
学
料
２
万
８
千
200
円
、
１
単
位

　
当
た
り
授
業
料
〜
履
修
生
１
万
４

　
千
800
円
、
聴
講
生
７
千
400
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎
27
―

　
２
０
０
０
）

　
自
ら
健
康
づ
く
り
を
実
行
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
目
標
や
実

行
す
る
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自

由
に
考
え
、
各
自
で
実
践
す
る
だ
け

で
す
。
２
人
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
っ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
付
け
期
間
　
８
月
31
日（
日
）

　
ま
で

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由

　
利
本
荘
保
健
所
（
☎
22
―
４
１
２

　
２
）

●
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　
８
月
の
毎
週
木
曜
日
（
14

　
日
は
休
み
）
午
後
１
時
15
分
〜
５

　
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

●
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き
　
８
月
20
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
５
会
議
室

●
公
証
人
無
料
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き
　
８
月
14
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
５
会
議
室

●
弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　
８
月
25
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
６
会
議
室

▽
予
約
受
け
付
け
　
８
月
６
日（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
〜

●
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き
　
毎
日
午
前
10
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
の
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各

　
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談
室

　
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
民
相
談
室
（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き
　
８
月
５
日（
火
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
矢
島
福
祉
会
館

▽
内
容
　
人
権
相
談
、
困
り
ご
と
、

　
子
ど
も
の
人
権
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

▽
と
き
　
８
月
28
日（
木
）午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
第
６
会
議

　
室
　
※
予
約
制
で
す
。

▽
内
容
　
特
許（
発
明
）、
実
用
新
案

　
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家（
弁
理
士
）

　
が
無
料
で
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま

　
す
。（
堀
　
城
之
弁
理
士
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　（
社
）発
明
協
会
県
支
部
（
☎
０
１

　
８
―
８
２
４
―
４
２
８
２
）

▽
と
き
　
９
月
１
日（
月
）

▽
と
こ
ろ
　
東
光
館（
赤
田
大
仏
前
）

　
午
前
９
時
20
分
〜
開
会
式
（
午
前

　
８
時
30
分
に
市
役
所
正
面
玄
関
よ

　
り
バ
ス
が
出
ま
す
。）

▽
持
ち
物
　
昼
食
、
登
山
の
服
装

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
８
月
25
日（
月
）ま
で
北
内
越
公
民

　
館
（
☎
22
―
０
３
１
９
）

※
山
頂
の
薬
師
如
来
堂
が
建
て
替
え

　
ら
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

▽
と
き
　
８
月
10
日（
日
）午
後
２
時

　
〜
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　（
図
書
館
３
階
）

▽
内
容
　
夏
の
大
三
角
と
い
て
座

▽
申
し
込
み
期
限
　
８
月
８
日（
金
）

　
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
理
科
教
育
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
22
―
３
１
６
６
）

▽
と
き
　
８
月
12
日（
火
）午
後
７
時

　
〜
９
時

▽
と
こ
ろ
　
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
南

　
由
利
原
キ
ャ
ン
プ
場
）

▽
内
容
　
「
夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ

　
ス
座
流
星
群
」

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
コ
ス
モ
ワ
ー
ル

　
ド
（
☎
53
―
２
０
０
８
）

▽
と
き
　
８
月
２
日
（
土
）
、
３
日

　（
日
）午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
男
子
〜
由
利
運
動
公

　
園
、
女
子
〜
由
利
本
荘
市
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
場

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
大
内
中
学
校
阿

　
部
先
生
（
☎
66
―
２
０
１
０
）

　
ル
パ
ン
三
世
の
イ
ラ
ス
ト
や
フ
ィ

ギ
ュ
ア
な
ど
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
会
期
　
９
月
７
日（
日
）ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
は

　
そ
の
翌
日
）

▽
と
こ
ろ
　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美

　
術
館

▽
入
館
料
　
一
般
510
円
、
小
中
学
生

　
300
円

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
亀
田
城
佐
藤
八

　
十
八
美
術
館（
☎
74
―
２
５
０
０
）

　
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝

統
の
獅
子
舞
や
番
楽
の
競
演
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

20
演
目
を
上
演
予
定
で
す
。

▽
と
き
　
８
月
16
日（
土
）午
後
５
時

　
30
分
〜
９
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
鳥
海
健
康
広
場
特
設
ス

　
テ
ー
ジ
（
雨
天
　
紫
水
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
教
育
学
習

　
課
（
☎
57
―
２
８
８
１
）

　
一
般
の
方
も
無
料
で
聴
講
で
き
ま

す
。（
講
師
　
お
茶
の
水
女
子
大
学

大
学
院
　
耳
塚
寛
明
教
授
）

▽
と
き
　
８
月
６
日（
水
）午
後
２
時

　
20
分
〜
３
時
50
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課（
☎
24
―
６
２
８
３
）

　
平
成
20
年
度
の
計
量
器
の
定
期
検

査
が
９
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。そ
の
事
前
調
査
と
し
て
、

対
象
と
な
る
事
業
所
・
商
店･

個
人

を
調
査
員
が
訪
問
し
て
計
量
器
の
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
最
近
開
業
さ
れ
た
方
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
８
月
18
日（
月
）〜
24
日

　（
日
）

▽
対
象
　
業
務
上
取
引
お
よ
び
証
明

　
に
使
用
す
る
計
量
器
を
所
有
す
る

　
事
業
所
・
商
店
・
個
人

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　（
☎
24
―
６
３
７
８
）

　戦後60年以上が経過した今日、先の大
戦で尊い命を失った戦没者を追悼すると
ともに、平和と不戦を誓い戦争の悲惨さ
を風化させないため、由利本荘市戦没者
追悼式を次のとおり開催します。多くの
市民の参列をお願いします。
　とき　８月19日（火）午前10時
　ところ　本荘文化会館
　内容　戦没者遺族ならびに市民による
　参列と追悼、遺族代表者による献花。
　（個人での献花はお控えいただきます）
　参列　遺族の方は遺族会で取りまとめ
　ます。遺族以外の方は直接会場にお越
　しください。
※追悼式終了後、遺族会主催による遺族
　地方大会と、アトラクションが開催さ
　れます。引き続きご出席をお願いしま
　す。
　問い合わせ先　市福祉支援課
　　　　　　　　　　　（☎24－6315）

　原爆死没者のご冥福と世界の恒久平和
の実現を祈念するため、広島と長崎に原
爆が投下された時刻と終戦記念日の正午
に、市全域でサイレンを吹鳴します。そ
れぞれの家庭、職場や地域での黙とうを
お願いします。
　サイレン吹鳴日時（１分間）
○広島＝８月６日（水）午前８時15分
○長崎＝８月９日（土）午前11時２分
○終戦記念日＝８月15日（金）正午
　問い合わせ先　市企画調整課（☎24－
　6226）、市福祉支援課（☎24－6315）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

‥

◯モンキー・パンチC

７月15日号本紙８㌻、後期高齢者医療制度の問い合わせ先  市市民生活課高齢者・
福祉医療班（☎22－6244）は（☎24－6244）の誤りです。おわびして訂正します。

訂正・
おわび



　
本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
10
月
中

旬
か
ら
企
画
展「
北
前
船
と
子
吉
川
」

を
開
催
し
ま
す
。
北
前
船
で
運
ば
れ

て
き
た
商
品
、
北
前
船
で
使
用
し
て

い
た
も
の
、
古
文
書
や
写
真
な
ど
北

前
船
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
　
本
荘
郷
土
資
料
館
（
☎

　
24
―
３
５
７
０
）

　
市
商
工
会
で
は
合
併
５
周
年
を
記

念
し
て
、
市
内
全
域
で
利
用
で
き
る

共
通
商
品
券
を
枚
数
限
定
で
８
月
１

日（
金
）か
ら
販
売
し
ま
す
。

▽
販
売
期
間
　
第
１
回
販
売
日
…
８

　
月
１
日（
金
）〜
（
第
２
回
販
売
予

　
定
日
…
12
月
１
日（
月
）〜
）

▽
有
効
期
間
　
商
品
券
発
行
日
（
販

　
売
日
）
か
ら
６
カ
月

▽
販
売
方
法
　
１
セ
ッ
ト
11
枚
（
５

　
千
500
円
分
）
を
５
千
円
で
販
売

▽
販
売
場
所
　
市
商
工
会
本
所
（
鶴

　
舞
会
館
隣
）
な
ら
び
に
各
支
所

▽
取
り
扱
い
店
舗
　
商
品
券
取
扱
加

　
盟
店

▽
問
い
合
わ
せ
先
　 

市
商
工
会
本

　
所
（
☎
23
―
８
６
８
６
）
な
ら
び

　
に
各
支
所

　
県
で
は
、
県
民
自
ら
が
企
画
・
運

営
す
る
活
動
へ
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　

▽
対
象
団
体
　
公
益
の
推
進
を
目
的

　
と
し
た
活
動
を
自
発
的
に
続
け
て

　
い
く
見
込
み
の
あ
る
グ
ル
ー
プ

▽
助
成
内
容

▽
助
成
の
可
否
　
審
査
委
員
会
に
よ

　
り
決
定
し
ま
す
。

▽
受
け
付
け
期
間
　
９
月
�P
日（
月
）

　
ま
で

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　（
☎
22
―
５
４
３
２
）

　
一
般
求
職
者
を
対
象
に
、
就
職
内

定
に
向
け
て
効
果
的
な
応
募
書
類
の

書
き
方
や
実
践
的
な
面
接
練
習
な
ど

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

▽
と
き
　
９
月
10
日
（
水
）
〜
12
日

　（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
員
　
15
人

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秋

　
田
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
（
☎
０

　
１
８
―
８
９
６
―
７
０
９
１
）

　　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
は
、
８
月

13
日（
水
）〜
19
日（
火
）を
「
Ａ
タ
ー

ン
就
職
促
進
週
間
」
と
し
、
Ａ
タ
ー

ン
希
望
者
と
の
相
談
・
求
人
情
報
な

ど
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
地
元
で
の

就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
県
外
在
住

者
の
来
所
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
本
荘
（
☎
22
―
３
４
２
１
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と

し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新

し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循
環

型
リ
サ
イ
ク
ル
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
中
に
順
次
新
し
い
電
話
帳
を
各

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す

が
、
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替

え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
在
の
場
合
な
ど
で
も

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
届
け

す
る
電
話
帳
や
配
達
冊
数
の
変
更
に

つ
き
ま
し
て
も
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
５
０

　
６
―
３
０
９
）

公：本荘公民館　☎22－0900　文：本荘文化会館　☎22－3033　ア：アクアパル　☎22－5611　総：市総合体育館　☎62－0500

アア 総総総総 文 文文文文文文 公公公 ア アア 総 文文

・
第
51
回
秋
田
県
学
校
給
食
協
議
大
会
本
荘
由
利
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
８
時
・
開
演
10
時

・
由
利
本
荘
市
夏
季
教
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
８
時
50
分
・
開
演
９
時
30
分

・
第
25
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
８
時
30
分
・
開
演
９
時

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
９
時
〜
15
時
　
無
料

・
映
画
上
映
　
入
場
料
あ
り

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分
　
登
録
料
あ
り

・
秋
田
県
武
術
太
極
拳
協
会
　
９
時
〜
17
時

・
総
合
体
育
館
休
館
日

総

・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト 
in 
お
お
う
ち
　
８
時
〜
21
時

・
第
４
回
由
利
本
荘
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
13
時
・
開
演
13
時
30
分

・
東
北
男
子
・
女
子
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
18
時

・
親
子
で
親
し
む
自
然
観
察
（
場
所
　
水
林
自
然
遊
歩
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
12
時

・
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会
　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時

・
昇
段
審
査
会
（
剣
道
）
　
８
時
〜
17
時

・
本
荘
夏
の
芸
術
祭
　
開
場
12
時
・
開
演
12
時
30
分

・
総
合
体
育
館
休
館
日

・
ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時
　
参
加
料
あ
り

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
　
文
化
会
館
　
10
時
〜
12
時

・
大
川
栄
策
公
演
　
　
　
開
場
12
時
30
分
・
開
演
13
時

・
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

　
①
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分
②
開
場
13
時･

開
演
13
時
30
分

・
由
利
本
荘
市
防
災
セ
ミ
ナ
ー

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
〜
19
時
30
分
　
登
録
料
あ
り

・
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

　
①
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分
②
開
場
13
時･

開
演
13
時
30
分

文文

・
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分

・
ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８
（for girl

）
８
時
〜
21
時

・
由
利
本
荘
市
婦
人
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
　
会
場
　
本
荘
体
育
館

・
第
26
回
由
利
の
会
舞
踊
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
９
時
・
開
演
10
時
30
分

・
ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８
（for girl

）
８
時
〜
18
時

・
平
成
20
年
度
由
利
本
荘
市
戦
没
者
追
悼
式
な
ら
び
に
由
利
本

　
荘
市
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会
　
開
場
９
時
・
開
演
10
時

・
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
代
表
者
会
議
　
18
時
〜
19
時

区分 補助率 限度額

イベント開催支援

講演会・学習会開催支援

調査・研究事業
（活動実績4カ月以上） 

器材整備事業
（活動実績4カ月以上） 

チャレンジ事業
（他団体との協働活動）

１／３

４／５

２／３

２／３

２／３

80万円

20万円

10万円

10万円

30万円

　本県出身の矢口高雄先生原作の人気漫画、
「釣りキチ三平」が、実写映画化されること
になりました。秋田の美しい大自然の中で、
三平がさまざまな魚を釣りあげます!!
　県内各地で撮影が行われますが、クライマ
ックスシーンで、三平が幻の巨大魚にチャレ
ンジする撮影が、「法体の滝」で行われます。

【製作配給】
　東映株式会社
【場所】
　法体の滝付近
【期間】
　８月初旬 ～
　９月中旬予定
　※準備～撤収含む。

　上記期間中は、関係機関の許可を得て、撮
影のための仮設工事や大型機材による撮影が
行われますので、ご承知くださいますようお
願いいたします。
　問い合わせ先　市観光振興課（☎24�|6376）▽

■認定証の更新は毎年８月～手続きを忘れずに～
　「限度額適用認定証」または「限度額適用・標
準負担額減額認定証（交付対象は、住民税非課税
世帯の方）」を医療機関へ提示することで入院時
の医療費や食事代が減額されます。
　認定証が必要な方は、市役所市民生活課または
各総合支所市民課で交付申請手続きをお願いしま
す。有効期間は、毎年８月１日から翌年の７月31
日までになります。
　なお、手続きの際は、国保の保険証が必要にな
ります。
　問い合わせ先　市市民生活課国保班
　　　　　　　　　　　　　　  （☎24－6245）

　８月１日（金）から10日（日）まで「夏の交通安全
運動」の期間となっております。ドライバーも歩
行者も交通マナーを守り、ゆとりをもって、相手
を思いやりながら行動し、交通安全を心がけまし
ょう。
　また、８月は「飲酒運転追放県民運動強調月間」
となっております。飲酒運転撲滅は多くの人たち
の願いです。飲酒運転は、被害者、そして加害者
にも悲劇をもたらせます。「飲んだら乗らない、
乗らせない」を心がけ、お酒を飲んだ人も飲ませ
た人も注意しあいながら、飲酒運転を追放しまし
ょう。
　問い合わせ先　市交通防災課（☎24－6254）

▽
▽

○C 矢口高雄／矢口高雄／
　　　講談社　　　講談社
○C矢口高雄／
　　　講談社



本荘地域本荘地域  本荘地域  

矢島地域矢島地域  矢島地域  

西目地域西目地域  西目地域  
▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

壊されたせせらぎパークの転落防止柵 

　本荘図書館　☎22－4900 
○夏の子ども読書のつどい（「お 
　はなしたんぽぽの会」創立20
　周年記念） 
　とき…８月９日㈯ 
　　　　午後２時～ 
　ところ…本荘図書館児童閲覧室 
　内容…楽しい音楽会、紙芝居（か 
　　そうパーティー）、人形劇（や
　　まなしもぎ） 
○８月の展示 
　・北京オリンピックにちなんで 
　　－「ニーハオ！中国」（文学、
　　歴史など） 
　岩城図書館　☎73－3673 
○お話し会「星のひとみ」 
　とき…８月29日㈮ 
　　　　午後３時30分～ 
　ところ…岩城図書館 
　内容…絵本の読み聞かせ 
○８月の展示 
　・作家「真保　裕一」特集 
　・スポーツ特集－オリンピック
　　を楽しもう－ 
　・絵本「内田　麟太郎」特集  
 
　由利図書館　☎53－2121 
○夏休み手づくり集会 
　とき…８月２日㈯
　　　　午後２時～３時30分 
　ところ…由利図書館 
　　　　　ビデオシアター 
　内容…手づくり工作（とびだす 
　　　　家）、手づくり玉手箱（ひ 
　　　　・み・つ） 
○８月の展示 
・「防災＆サバイバル」特集 
・「本当にあったお話」特集 
 
　◆８月の図書館休館日 
○本荘図書館 
　17日㈰、29日㈮
 
○岩城図書館 
　４日㈪、11日㈪、18日㈪、 
　25日㈪
 
○由利図書館　 
　13日㈬

鳥海地域鳥海地域  鳥海地域  

叙位・叙勲 



献  血　ご協力ください　－８月献血日程－ 

内 科 ・ 小 児 科  

午前10時～午後４時 

８月の診療日と予定当番医師 

※当番医師は変更になる場合もあり 
　ます。 
※お薬手帳をお持ちの方はご持参く 
　ださい。 
　問い合わせ先…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇30：旧医師会病 
　院☎24－3917）平日は健康管理課 
（☎22－1834）へ 

３ ㈰ 
10 ㈰ 
17 ㈰ 
24 ㈰ 
31 ㈰

山　田　暢　夫 
伊　藤　伸　一 
桑　山　明　久 
菊　池　四　郎 
加　藤　　　芳 

▽
 

日 医　師　名 

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約制の所 
　もあります。事前にお問い合わせください。 
　問い合わせは、当該地域の市健康管理課または、福祉保健課へお願いします。 

４ ㈪

29 ㈮

11 ㈪

場         　　所 時　　間 日 備　考 

全血献血 

全血献血 

成分献血 

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
＊3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。 
＊本荘地域の7カ月児健診は、個別健診となります。 
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
＊当日受診できない場合および不明な点は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。  

◆乳幼児 
　健診　8月 

本荘地域 
【乳がん（視触診・マンモグラフィ）・子宮がん・卵巣腫瘍検診】 

△
 

月　　日 
 

受付時間 対　　象　　地　　区 実　施　場　所 

※今年度、人間ドックを受診または、受診予定
　の方は対象外となります。 
※生活保護世帯者の方は、自己負担額が無料と
　なりますので、受付時に「緊急時医療依頼証」
　を提示してください。 
※非課税世帯の方は、肝炎ウイルス健診の自己
　負担額が「非課税世帯証明書」の提示(受付時)
　により無料となります。「証明書」は、税務
　課住民税班または各総合支所振興課税務班で
　発行しています。 
※指定した会場で受診できない場合は、ほかの
　実施場所で受診してください。     
≪受診時の注意事項≫     
〔特定健診（健康診査）〕     
　特定健診（健康診査）を受ける方は、保険証
をご持参ください。     
　被用者保険の被扶養者（家族）の方は保険証
と受診券をご持参ください。     
　65歳以上の方には生活機能評価を実施します。
介護保険証をご持参ください。     
〔胸部総合検診〕     
　「胸部総合検診」は、従来の結核検診および、
肺がん検診を含みます。     
　レントゲン撮影時には、胸に金属、ファスナー、
ボタンの付いた衣類の着用を避けてください。 
〔胃がん検診〕 
　前日の夕食は、午後８時までに済ませ、それ
以降検診終了まで飲食をしないようにしてくだ
さい。撮影時の服装は、シャツ1枚とゴムの入っ
たズボンが便利です。  
〔乳がん検診〕 
　乳がん検診は、視触診とマンモグラフィがセッ
トで、２年に１度の検診となります。 
　（偶数年齢の方でも、昨年マンモグラフィを
　　受けられた方は今年度対象になりませんの
　　でご了承ください） 

スナップ 

健診（検診）料金一覧表 

子宮がん検診 
卵巣腫瘍検診 

 
40歳以上 
 

30歳以上 
   
○特定健診 
　 40歳～74歳 
　（国保加入者） 
※被用者保険加入者 
　は各医療保険者の 
　指示に従って下さ 
　い。 
○健康診査 
　 75歳以上 
　 （後期高齢者医療 
　　保険） 
　 30歳～39歳 
　 （医療保険の区別 
　　無く、全ての方） 

50歳以上の男性 
   
30歳以上 
   
30～70歳の女性

 
   
40～76歳で過去に受 
けたことがない方   
 
 
30歳代 
50歳以上 
視触診と 
マンモグラフィ１方向 
   
   
40歳代   
視触診と 
マンモグラフィ２方向   

20歳以上の女性
  

（レントゲン）無料 
（喀痰検査）該当者： 
　　　　　　　500円 
70歳以上：200円 
69歳以下：500円 
 
40～74歳：国保加入者 
　　　　　　2,000円 
※被用者保険加入者は、 
　各医療保険によって料 
　金は異なります。 
 
75歳以上：無料 
※生活習慣病（糖尿病、 
　高血圧、心疾患、脳血 
　管疾患等）で治療中の 
　方はこの健康診査を受 
　診する必要はありません 
30～39歳：2,000円 
70歳以上：300円 
69歳以下：700円 
70歳以上：600円 
69歳以下：1,300円 

700円
 

 
70歳以上：無料 
69歳以下：800円 
70歳以上：   700円 
　　　　　（1,000円） 
69歳以下：1,400円 
　　　　　（2,000円） 
※視触診で精密検査に 
　なった場合は、マンモ 
　グラフィ２方向（　　） 
　内の料金になります。 
 
2,000円 
 
70歳以上：   800円 
69歳以下：1，600円 

胸部総合検診 
 

大腸がん検診 

特定健康診査 

前立腺がん検診 
 
胃がん検診 

骨粗しょう症検診 

肝炎ウイルス検診 
 

乳がん検診 
（偶数年齢の女性） 
 

検　診　名 対　象　者 健（検）診料金（自己負担額） 

年齢基準日（平成21年３月31日） 

健康診査 

日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所 

全血献血 

全血献血 

成分献血 

５ ㈫

19 ㈫

26 ㈫

10:00～12:00 
13:00～16:30 
10:00～12:00 
13:30～16:00 

13:30～16:00 
 
14:30～16:00

 
 
10:00～12:00 
13:30～16:30 
14:20～15:20 
15:40～16:30

由利本荘市役所
 

 
ＪＡ秋田しんせい本店 
小林工業㈱

ジョイフルシティ本荘店 
 
東由利総合支所  
鳥海総合支所 
矢島総合支所 
グランドファミリー西目 
ＪＡ秋田しんせい西目支店 

１日㈮
 

５日㈫ 
 

６日㈬
 

７日㈭ 
 

８日㈮ 
 

20日㈬
 

22日㈮  
 

25日㈪
26日㈫
27日㈬ 

28日㈭ 
29日㈮

大　　内 
 

由利･東由利 
本　　荘 
大　　内 
矢島・鳥海 

岩　　城
 

 
 

西　　目 
 

本　　荘 
 

岩　　城 
 

西　　目 
本　　荘 
由利･東由利 
本　　荘 
本　　荘 
岩　　城 
矢島・鳥海 

 4・7・10カ月児健診 
 
２歳児歯科健診 
１歳６カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
３歳児健診 
１歳６カ月児健診 
３歳児健診 
 
 4・7・10カ月児健診 
 
３歳児健診 
 
 4・7・10カ月児健診 
 
２歳児歯科健診 
２歳児歯科健診 
 4・7・10カ月児健診 
４カ月児健診 
10カ月児健診 
２歳児歯科健診 
 4・7・10カ月児健診 

平成19年９月３日～10月１日生まれ  
平成19年12月３日～平成20年１月１日生まれ 
平成20年３月３日～４月１日生まれ 
平成18年２月・３月・４月生まれ 
平成19年１月生まれ 
平成18年９月20日～平成19年２月６日生まれ 
平成17年１月・２月・３月生まれ 
平成18年11月16日～平成19年２月７日生まれ 
平成16年12月・平成17年１月・２月生まれ 
平成19年９月８日～10月８日生まれ  
平成19年12月８日～平成20年１月８日生まれ 
平成20年３月８日～４月８日生まれ 
平成17年２月生まれ 
平成19年９月26日～10月22日生まれ  
平成19年12月26日～平成20年１月22日生まれ 
平成20年３月26日～４月22日生まれ 
平成17年10月・11月・12月生まれ 
平成18年５月生まれ 
平成19年10月・平成20年１月・４月生まれ 
平成20年４月生まれ 
平成19年10月生まれ 
平成18年２月･３月･４月･５月･６月･７月生まれ 
平成19年10月・平成20年１月・４月生まれ 

12:50～13:05 
 

12:45～13:00 
13:00～13:30 
12:40～13:00 
13:00～13:15 

13:00～13:30  
 

12:30～12:50 
 

13:00～13:30 
 

13:00～13:30 
 

  9:00～  9:20 
13:00～13:30 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
13:00～13:15

大内保健センター 
 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
大内保健センター 
矢島保健センター 

岩城保健センター  
 
西目保健センター 

 本荘保健センター 
 
岩城保健センター 
 
西目保健センター 
本荘保健センター 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
本荘保健センター 
岩城保健センター 
矢島保健センター 

本田仲町、千刈、和泉町、古雪町、観音町、 
片町、浜ノ町、栄町一丁目、栄町二丁目、 
栄町三丁目、旭町、五軒町、大泉寺山、 
永泉寺門前、愛宕町、子吉地区全町内 

今町、上町、石脇中町、新町、上ノ山、 
長老沼、三軒町、緑町、 
南内越・北内越地区全町内 

雇用促進住宅石脇・新山、東新山町、 
新山町、竜巻一区、竜巻中央町、 
末広町、南内越・北内越地区全町内 

松美町、田尻町、浜松町、住吉町、松濤町、 
若葉町、赤冗町、浜三川、新冶町、 
南内越・北内越地区全町内 

小友地区全町内 

石沢地区全町内 

松ヶ崎地区全町内 

美倉町、中竪町、谷山小路、油小路、 
上横町、中横町、桶屋町、鍛冶町、 
東日役町、西日役町、後町、東町、 
赤沼町、子吉地区全町内 

猟師町、大町、中町、東表尾崎町、 
西表尾崎町、東裏尾崎町、西裏尾崎町、 
大の道、蓼沼、子吉地区全町内 

谷地町、駅前、南花畑町、北花畑町、 
御門町、東御門町、大鍬町、桜小路、 
梵天、肴町、田町、子吉地区全町内 

９月５日㈮

 

 

８日㈪

12日㈮

 

19日㈮ 

22日㈪

26日㈮

 

 

29日㈪

 

 

10月３日㈮

６日㈪

 

 

 

10日㈮

13：30～14：00 

※乳がん検診を 

　受ける方は 

13:15～13：30 

 

 

13：15～14：00  
※乳がん検診を 
　受ける方は 
13:00～13：15 
 

 

 

 

 

13：20～14：00  

 

※乳がん検診を 

　受ける方は 

13:00～13：20

由利組合総合病院 

 

 

 

 

小友公民館 

ウッディーホールこだま 

松ヶ崎基幹集落センター 

 

 

 

 

 

 

本荘保健センター 

 

 

 

★乳がん検診 

◎個別に医療機関で受ける場合     
　下記の医療機関で個別受診を希望される場合は、本荘保健センターで受付を

してください。 

佐藤病院　　本荘第一病院　　佐々木産婦人科医院 
吉尾クリニック　　しぶやこまちクリニック 
　※乳がん検診は、佐藤病院、本荘第一病院のみとなります。 
　※30歳代・50歳以上の方が視触診で精密検査になった場合、 
　　マンモグラフィ２方向撮影はできませんのでご了承くださ 
　　い。 

９月５日㈮～12日㈮　８：30～17：00　※土・日を除く 

本荘保健センターへ直接お越し願います。 
　※受診券を検診料金支払い後にお渡しします。 
　※電話での受付はできませんので、ご了承ください。 

９月５日㈮～10月10日㈮

受付日時 

 

受付場所 

 

 

 

医療機関 

 

 

受診期間 

※現在、診療所隣地で解体工事が
　行われておりますので、お越し
　の際は十分ご注意ください。 

今年度より、視触診とマンモグラフィがセット検診になります。 
検査の人数に制限があるため、事前に電話での申し込みが必要
です。  
申込期間：８月４日㈪～８日㈮
申込場所：本荘保健センター（☎22－1834） 
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本荘地域 
【骨粗しょう症検診】 

▽
 

検診日 受付時間 対象地区 実 施 場 所  

大内地域 
【乳がん・子宮がん検診】 

▽
 

13:00～13:30 
 
12:45～13:30 
 
 

20日㈬

22日㈮

8月18日㈪ 山村活性化支援センター 
松本体育館 
（大内中学校敷地内） 
大内農村環境改善センター 

上川大内地区 

下川大内地区  
岩谷地区 

検診日 受付時間 対 象 地 区  実 施 場 所  

東由利地域 
【骨粗しょう症検診】 

▽
 

有鄰館 8月11日㈪ 13:30～14:00 東由利地域全地区 

どなたでもお気軽においでください 
いきいき運動教室 
　ストレッチや室内運動を中心とした
健康づくりのための運動教室です。 
　とき　８月８日㈮
　受付…午前９時30分～（血圧測定）、
　実技…午前10時～11時30分 
　場所　本荘保健センター 
　講師　中高老年期運動指導士 

坂本　裕子さん 
※動きやすい服装と靴でおいでください。 
　申し込み・問い合わせ先　本荘保健
　センター（☎22-1834） 
湯ったりほのぼの教室 
　とき　８月27日㈬
　内容　健康相談…午前９時30分 
　　　　　　　　　　　　～11時30分 
　場所　鶴舞温泉　中広間 
　参加費　無料 
　問い合わせ先　本荘保健センター 

（☎22-1834） 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

※９月19日㈮に予防教室を開催します。詳細については９月 
　１日号の広報に掲載します。 

８月21日（木）・22日（金） 

９：00～14：00（１時間20名） 

８月４日（月）～８日（金） 

本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて 

申し込み（時間予約制） 

骨密度測定 

30歳～70歳の女性 

（年齢基準日：平成21年３月31日） 

本荘保健センター 

 

【肝炎ウイルス（Ｃ型、Ｂ型）検診】 

検診月日 

受付時間 

 

申し込み 

 

検査方法 

対 象 者
 

 

会　　場 

 

検診月日 

受付時間 

 

申し込み
 

 

検査方法 

 

 

 

 

対 象 者
 

 

 

 

 

 

会　　場 

 

９月２日（火） 

９：00～10：00 

８月18日（月）～22日（金） 

本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて 

申し込み 

血液検査（ＨＣＶ抗体、ＨＢＳ抗原） 
40歳～76歳（年齢基準日：平成21年３月31日）で、 
過去に肝炎ウイルス検診を受けたことのない方 
 
◎以前に「広範囲な外科的処置を受けたことが 
　ある方」や「分娩時、大量に出血し輸血を受け 
　たことがある方」は進んで検査を受けましょう。 
 
※現在、病院で肝機能について治療中の方は対 
　象外になります。 
※過去に一度検査を受けた方は、受ける必要は 
　ありません。 

本荘保健センター 
 

 

検診日 受付時間 対 象 地 区  実 施 場 所  
 

8月25日㈪

27日㈬
13:30～14:00

黒渕・田代・舘合 

老方 

蔵・法内・宿・袖山 

【乳がん・子宮がん・卵巣腫瘍検診】 

有鄰館 

検診日 受付時間 対 象 地 区  実 施 場 所  

由利地域 
【骨粗しょう症検診】 

▽
 

由利福祉 
保健センター 

8月4日㈪ 13:00～14:00 由利地域全地区 

※乳がん検診は、30歳以上の遇数年齢女性の方が対象で、２
　年に一度の検診となります。今年度より視触診とマンモグ
　ラフィがセット検診になります。 

　これからの季節、暑い日が続き湿度が上がると、食品などに食中毒菌
が繁殖しやすくなります。次の６つのポイントを守って、家庭での食中
毒を予防しましょう。 
①食品を購入の際は新鮮なものを購入し、早めに持ち帰りましょう。 
②冷蔵庫の中はいつも清潔に保ち、食品は７割程度を目安に入れ、早め
　に使い切りましょう。 
③石けんでよく手を洗い、生の肉や魚を切った包丁や汁が調理済みの食
　品（サラダや惣菜など）に付かないよう気をつけ、使用後の調理器具・
　ふきんなどは清潔に保ちましょう。 
④調理の際は、85℃以上１分間以上を目安に十分に加熱しましょう。 
⑤盛り付けは、清潔な手・器具・食器で行い、温かい料理は65℃以上、
　冷やして食べる料理は10℃以下に保ちましょう。なお、会食の料理
　を家庭に持ち帰って食べるのは大変危険です。 
⑥残った食品は、早く冷えるように浅い容器に小分けにして冷蔵庫に保
　存し、時間がたちすぎたら、思い切って処分しましょう。 

問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援課児童支援班（☎24-6319）・各総合支所福祉保健課 

　離婚等により父と生計を同じくしていない児童のほか、父が障害者である場合の児童（18歳に達する日以後の
最初の３月31日までの間にある者または20歳未満で、政令で定める程度の障害の状態にある者）を監護する母ま
たは母に代わって児童を養育している方に対して支給される手当です。受給するためには申請が必要です。 

　　　　　　次のいずれかの状態にある児童を養育
　　　　　している母または扶養者に支給されます。 

①父母が離婚した児童 
②父が死亡、または生死不明である児童 
③父が重度の障害を有する児童 
④父が１年以上拘禁されている児童 
⑤父に１年以上遺棄されている児童 
⑥婚姻によらないで生まれた児童 

　　　　　　平成20年４月１日現在 
 

・児童１人目の場合…月額41,720円～9,850円 
（所得に応じた額） 

・児童２人目の場合…月額5,000円加算 
・児童３人目以降１人につき…月額3,000円加算  
※ただし、受給者または同居している扶養義務者の
　所得が一定額以上ある場合は支給されません。 

　　　　　　　現在、手当を受給している方で次のような状況になったときは、資格が喪失となりますので
　　　　　　すぐに届け出ください。なお、届け出が遅れますと、さかのぼって手当を返還していただくこ
　　　　　　とになりますので、ご注意ください。 
①手当を受けている人が公的年金を受け取ることができるようになった 
②児童が手当を受けている母に保護されなくなった（施設入所を含む） 
③児童が手当を受けている母以外の人に養育されなくなった 
④児童が死亡した　　⑤児童が父と生計を共にするようになった　　⑥母が結婚した 
⑦児童が父または母の死亡によって支給される公的年金を受けられるようになった 
⑧児童が父に支給される公的年金の額の加算の対象となった 
⑨上記対象のどれにも該当しなくなった　　⑩18歳に達する日以降の最初の３月31日を過ぎた 

 
　　　　　　　児童扶養手当を受給してから５年を経過したなどにより、法律で定める「手当の一部を支給し
　　　　　　ない」措置が平成20年４月よりスタートしています。ただし、次の要件を満たしている場合は、
　　　　　　「一部支給停止適用除外事由届出書」と添付書類を提出いただければ引き続き同額の手当を受給
　　　　　　することができます。 
　　　　　　※提出が必要な受給者へは通知しますので、提出期限までに必ず提出してください。 
①就労しているまたは求職している　　　　　　②障害を有しているため就労できない 
③負傷・疾病の状態であるため就労できない　　④児童や親族の介護が必要なため就労できない 

問い合わせ先　市福祉事務所福祉支援課福祉班（☎24-6314）・各総合支所福祉保健課 

　身体または精神に障害のある児童（20歳未満）を監護する父、もしくは母または父母に代わってその児童を養育
している方に支給される手当です。 

　平成20年４月１日現在 
・障害の程度が１級の場合…児童１人につき　　月額50,750円 
・障害の程度が２級の場合…児童１人につき　　月額33,800円 
※受給者の所得が一定額以上ある場合、児童が公的年金を受けられる場合、児童が施設に入所して
　いる場合などは支給されません。 

食中毒菌を　つけない  ふやさない  やっつける 
食中毒予防の3原則 



おくやみ申し上げます
＜７月１日～15日受け付け分＞

おくやみ申し上げます
＜7月1日～15日受け付け分＞

■第15回本荘由利地区「不登校を考
　える集い」公開フォーラム
　とき…８月17日（日）午後１時～４時
　ところ…本荘第一病院（８階ホール）
　内容…講演「不登校児童･生徒への取り
　組み（仮題）」講師　国立病院機構あき
　た病院　深沢仁先生、個別相談（無料）
　主催…羊の会（不登校を考える教育・
　医療関係者の会）
　お問い合わせ…石沢小学校 小島先生 
　　　　　　　　　　　　（☎29－2341） 
■足もみ健康講座
　とき…８月16日（土）午後１時30分～４
　時30分、20日（水）午後６時～９時
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　参加料…500円　※タオル持参
　お問い合わせ…ＮＰＯ地球足もみ健康法
　実践普及協会由利本荘支部「たんぽぽの会」
　代表　籾山芳雄さん（☎24－2630）

■吹き矢会員募集～体験会を実施します～
 日本吹き矢連盟秋田中央支部では会員
を募集しています。
 とき…８月毎週木曜日 午後１時～４時
　ところ…本荘格技場　※14日は休み
　お問い合わせ…工藤さん（☎090-2794-0917） 
■第19回全国友情（ボランティア）凧揚げ大会
　とき…８月29日（金）午前９時～受け
　付け、午前10時～凧揚げ開始
　ところ…本荘マリーナ海水浴場
　お問い合わせ…秋田県こだま凧の会伊
　東さん（☎22－2732） 
■ダンスパーティーを開催します
　とき…８月17日（日）午後１時45分～４時
　ところ…アクアパル「多目的ホール」
　会費…1,500円（前売り・予約には抽選
　券付き）
　主催…ダンスプラザ・タケウチ
　お問い合わせ…竹内さん（☎090-3363-9263）
■社交ダンス（無料）
　とき…８月22日（金）午後７時～８時30分
　ところ…つるまい会館２階 
　持ち物…ズック、タオル
　内容…ジルバ、スクエアルンバ
　お問い合わせ…本荘社交ダンスサークル　
　鎌田さん（☎23－3130） 

■夏休み体験工房　花鉢手作り教室
 古紙と廃瓦をリサイクルして花鉢を作
ります。
　とき…８月18日㈪、20日㈬、22日㈮午
　前９時～11時　※３日間参加できる人
　を募集（各日で工程が異なります。）
　ところ…にかほ市　㈱金子製瓦所
　対象…小学校３年生以上（保護者同伴
　の場合は低学年でも可）
　募集人員…15人（先着）　参加費…500円
　申し込み・お問い合わせ…８月９日（土）
　まで㈱金子製瓦所（☎35－2037） 
■「しょうわ」夏祭りを開催します！
 　～家族交流会・地域交流会～
 介護保険制度を身近に感じる機会にも
なればと考えておりますので、皆さま多
数のご参加をお待ちしております。
 とき…８月８日（金）午後５時～７時
 ところ…介護老人保健施設「しょうわ」
 内容…露店、ゲーム（景品あり）、フ
　ラダンス、盆踊り
 参加費…無料
 お問い合わせ…介護老人保健施設「しょ
　うわ」相談室（☎23－7100）、在宅介護支援
　センター「しょうわ」（☎22－7857）

■語りつごう！戦争のこわさと平和の
　すばらしさを
 とき…８月18日（月）午前10時～午後
　０時30分　　参加費…無料
 ところ…にかほ市　スマイル
 内容…戦争中の食べ物や服装などの暮
　らしを体験します。
 対象…小学生以上どなたでも
 申し込み・お問い合わせ…本荘・由利
　に新しい生協をつくる準備会（☎0120-
　36-3840）
■第５回小菅野夏祭り開催！！
～あなたと過ごす夏の夜、今夜はあなたが主役～
 とき…８月15日（金）午後５時30分～
 ところ…由利地域小菅野会館前
 内容…午後５時30分～納涼会（カラオ
　ケ大会など）、午後６時～ザ「千」チ
　ャーズコンサート、午後７時30分～花
　火大会（ほんの少し）
 参加費…1,000円（大人１人）
※記念や商売繁盛、交通安全などのメッ
　セージ付き奉納花火（３～５号）は８
　月７日（木）までお申し込みください。
 申し込み・お問い合わせ…渡部さん
 　　　　　　　　（☎090-4046-5201）
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小番　喬太郎氏（旧矢島町功労者・秋田市外
旭川）は、７月３日永眠されました。氏は、
昭和26年から38年までの3期12年間にわたり
旧矢島町議会議員を務められ、地方自治発展
にご尽力されました。また、昭和８年以来製
材業を経営され、昭和26年に矢島町木材協同
組合が創立されるや理事長に就任、木材業の
経営安定と町の産業振興にご貢献いただきま
した。昭和34年旧矢島町地方自治功労者顕彰。
昭和53年旧矢島町産業功労者顕彰。90歳。
猪　股　チ　ヨさん（88歳）雪車町
冨　樫　昌　尚さん（45歳）薬師堂
岡　本　ヨ　シさん（83歳）二十六木
奧　山　キミヱさん（88歳）石脇
菅　原　新　一さん（67歳）表尾崎町
大　竹　育　子さん（54歳）石脇
工　藤　治　俊さん（67歳）藤崎
阿　部　チ　エさん（83歳）葛法
佐　藤　基　寿さん（43歳）石脇

菊　地　カ　ツさん（71歳）内黒瀬
齋　藤　　　清さん（79歳）井戸尻
　　橋　キヨヱさん（90歳）石脇
小　石　カネヨさん（85歳）松ヶ崎
小　松　キ　ヌさん（96歳）鳥田目
伊　東　カツ子さん（69歳）矢島町坂之下
伊　東　フサヨさん（96歳）矢島町田中町
矢　野　長　三さん（71歳）岩城亀田愛宕町
中　村　キンヱさん（94歳）中帳
眞　坂　勝　郎さん（75歳）中俣
石　井　武　雄さん（82歳）岩谷麓
小　玉　良　　さん（76歳）新田
佐々木　茂　二さん（77歳）小栗山
齊　藤　ス　ミさん（83歳）大倉沢
遠　藤　キ　ヱさん（85歳）岩谷町
小　松　作　藏さん（96歳）東由利黒渕
齋　藤　利　助さん（78歳）西目町西目
鈴　木　誠　一さん（70歳）西目町沼田
佐　藤　　　一さん（72歳）鳥海町上笹子
　　野　貞　助さん（79歳）鳥海町上笹子
村　上　　太郎さん（52歳）鳥海町猿倉

加　川　璃　夢ちゃん（和宏さん）井戸尻

佐々木　優　芽ちゃん（俊也さん）大鍬町

福　岡　未　菜ちゃん（幸弘さん）親川 

猪　股　明　莉ちゃん（孝雅さん）山内

岩　井　明日美ちゃん（伸明さん）大鍬町

堀　川　紗　良ちゃん（晃裕さん）中梵天

倉　橋　倖　星ちゃん（安武さん）石脇

佐々木　瑠　花ちゃん（幸治さん）松ヶ崎

渡　邊　　　芯ちゃん（ 祐 さん）一番堰

前　田　渉　悟ちゃん（賢司さん）中梵天

栗　田　夏　音ちゃん（ 寿 さん）東梵天

齊　藤　奏　太ちゃん（貴弘さん）大中ノ沢 

大　木　楓　葉ちゃん（卓也さん）二番堰

田　口　詩　望ちゃん（晃宏さん）大鍬町

佐　藤　愛　佑ちゃん（好幸さん）石脇

藤　原　駿　平ちゃん（伸也さん）矢島町矢島町

新　妻　琉　奈ちゃん（ 正 さん）岩城亀田亀田町

鈴　木　大　成ちゃん（ 大 さん）岩城亀田亀田町

佐　藤　虹　羽ちゃん（ 進 さん）南福田

佐　藤　恋　羽ちゃん（ 進 さん）南福田

佐々木　槙　平ちゃん（ 均 さん）中田代

石　井　怜　琉ちゃん（泰志さん）岩谷町

小　松　蒼　空ちゃん（和紀さん）東由利黒渕

佐々木　結　愛ちゃん（ 寿 さん）西目町沼田

松　本　美　玖ちゃん（健彦さん）西目町出戸

金　子　唄　子ちゃん（晴雄さん）西目町沼田

　　橋　　　絆ちゃん（ 学 さん）西目町出戸

佐々木　暖　翔ちゃん（清昭さん）鳥海町上笹子
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　海で水難事故などが発
生した際に円滑な救助救
出活動が実施されるよう
にと、県消防防災航空隊
と市消防本部合同の水難
救助訓練が海水浴シーズ
ン前の７月９日、本荘マ
リーナで行われました。
　訓練は海
水浴に来て
いた数人の
グループが
流されたと
の想定。県
防災ヘリ（
なまはげ）
から隊員が
ロープで降 
りて海面の 
要救助者を確保し、吊り
ながら地上の救急隊に引
き渡す「スライド救助」
や、上空のヘリから本部
救助艇に要救助者の位置
を知らせて、海中からの
引き上げ救助を行うなど、
陸・海・空の連携をスム
ーズに行いました。
　万が一の場合を想定し
て、隊員は真剣な表情で
訓練に臨んでいました。

■PHOT KING 第1回展示会    
　を開催します
　とき…８月７日（木）
　～20 日（水） 
　ところ…道の駅「清水の
　里・鳥海郷」農産物加工
　施設　　入場料…無料
　お問い合わせ…鳥海写
　真同好会会長　鈴木さ
　ん（☎59－2874）

▽
▽

▽

▽

　とき　8月16日㈯、17日㈰
　ところ　水林陸上競技場

　県民体育大会陸上競技
兼国体陸上競技本県代表
選手選考会が昭和55年以
来、28年ぶりに水林競技
場で開催されます。

△
△

　国体候補選手の身体能
力やレベルの高い技術を、
ぜひ間近でご覧ください。
皆さんのご声援をお願い
します。 

～本荘由利陸上競技協会～

県民体育大会「陸上競技」
兼国体本県選手選考会

フォト　　　キング

広告募集
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